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ウィ』 では, マジャパイトに続くドゥマック, パジャン, マタラムの王家
がいずれもマジャパイト王家の系譜に連なるとされる｡ マタラムの王家の
系譜はドゥマックやパジャンの王家ではなくマジャパイトの系譜に結びつ
















イトとする｡ ついでながら, 第５章で語られるように, マジャパイトの語
義はパイトな [にがい] マジャの樹 (実) のことである｡ 現在のジャワで
は史跡公園に必ず植栽されている, ザボンに似た大きな実をいくつも付け
る柑橘類である｡ 『パララトン』 も地名 (ひいては国名) の語源として苦










メインスマ版と通称されるが, メインスマ ( Johannes Jacobus Meinsma,





(Koninklijke Akademie te Delft) のジャワ語講師に就任した｡ 1864年アカ
デミーは廃止され東インド学の講座はレイデン大学に移管されたが, メイ
ンスマはデルフトに同時に設立された市立東インド官吏養成学校









唱し設置とともにジャワ語の教授に就任したロールダ (Taco Roorda, 1801
1874) の強力な指導力のもとで, ジャワ語とジャワ文学, ジャワ文化の
研究教育の中心に発展していった [Kern 1928 : 211 ; ENI 3 : 6356]｡
ロールダは当初セム系諸言語を学び, フローニンヘン大学で神学博士
(1824), レイデン大学で文学哲学名誉博士 (1825) となった｡ アムステル







であり, 自身ジャワ語文法 (1855), ワヤン物語の研究 (1869), ジャワ語・
オランダ語辞書 (1901定本) はじめ多くの業績をあげるとともに, 多くの
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後進を育てた [Kern 1928 : 208216 ; ENI 3 : 6356]｡
ロールダの薫陶を受けた一人がメインスマであったのだが, 彼が 『ババッ
ド・タナ・ジャウィ』 (初版187479) を刊行したのは, ジャワ語 (および
ジャワの文化や価値観) の学習のための教材としてであり, 散文であった
理由はここにある｡ 第２版 (18841889), 第３版 (1903) までジャワ文字
で刊行され, ジャワ語の教育におおいに利用され, ｢ババッド・メインス
マ｣ と通称されたという [Ras 1987b : X]｡
第４版 (1941) はオルトフ (W. L. Olthof) によるローマ字転写および
オランダ語訳である｡ 本訳稿が依拠している第５版 (1987) は第４版の写
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の兄弟ウィラWira, ナンビ Nambi, バンダル Bandarはみな王の禁令を知っ
てとても恐れた｡ どうしたものかラデン・ススルと相談した｡ ラデン・ス

































にチュマラの木が１本 [トゥンガル] だけ生えていて, これがアジャル・
チュマラ・トゥンガルと名のる由来である｡
ラデン・ススルはこのことも教えられた｡ そしてアジャルが元の姿にも








う｡ そしてキヤイ・アジャルは砂の海に居を移し, そこで王となり, すべ
ての精霊を支配します｡ つづいて居を移してパマンティンガンに王宮を構
え, 貴方に服従するでしょう｡ 貴方の子孫は, パマンティンガンの北, ム
ラピ山の南に宮廷を構えるでしょう｡ そしてジャワの国に王たる者はすべ







た｡ 食べてみるとパイト pait [苦い] だった｡ ラデンはそこに居を定め,
マジャパイトの村と名づけられた｡









がみな服従した｡ アルヤ・バンガはアルヤ・パヌラル arya Panularと改名




やがてマジャパイトの王は息子をえ, プラブ・アノム prabu Anomと名
づけられた｡ パティ・ワハンもまた息子をえ, ウダラ Udaraと名づけられ,
クディリのアディパティ adipati [太守] になった｡ プラブ・ススルが死ぬ


















ると, 馬にまたがり槍を構えて, 父の仇を討とうと王を捜した｡ たまたま















あり, １番目と２番目は王女で, 末子は王子だった｡ パティ・ガジャマダ
は王に目通りすると手紙を差し出した｡ 王は王女への求婚を受け入れ, 長
女がキヤイ・パティに託された｡ あわせてキヤイ・スカル・ダリマ kyai
Sekar-Dalimaという名のゴング, キヤイ・バレルムル kyai Bale-Lumurと















エンダン・サスミタ・プラ endang Sasmita-Puraと名のった｡ ブラウィジャ
ヤ王のもとに参上するため兄に別れをつげ, 兄は許した｡
都マジャパイトにくると, 誰もがその美しさに目を見張り, それは王の
耳に達した｡ 王宮に連れてくるよう命じられ, そして側室にされた｡ やが
てエンダン・サスミタ・プラは身ごもり, 生のグチョック gecok [挽き肉
料理] が食べたくなった｡ 王はこれを許し, エンダン・サスミタ・プラが
生のグチョックを食べると, 姿を変え羅刹に戻った｡ 王はびっくりし, ま
た激怒し槍を取ってエンダン・サスミタ・プラを殺そうとした｡ しかしそ
うはならず, 素早く逃げ去ると, 森に戻ってしまった｡ ９ヶ月が過ぎると
女羅刹は男の子をうみ, たいそう可愛らしく, キ・ディラ Ki Dilahと名
づけられた｡
ディラが思春期になると, 母に父のことを尋ね, 母は真実を教えた｡ そ
こでディラは, マジャパイトの都に赴いて王に仕えたいと暇を乞うた｡ 思
い止まらせようとしたが, そのかいなく出ていってしまった｡ 都に着くと
パティ・ガジャマダにパソワン pasowan [出仕控え所] で会った｡ 願いを













られ, 狩りが終わるとパレンバン Palembangの王に取り立てられた｡ ア
ルヤ・ダマル arya Damarの名と１万人の家来が与えられた｡ そしてアル
ヤ・ダマルはマジャパイトの都を発ち, グルシック Gresikにしばらく滞
在した｡














り, ともに男であった｡ 兄をラデン・ラフマット raden Rahmatといい,
弟をラデン・サントリ raden Santriといった｡ チュンパの王にも１人の息








は, ウィラティクタWila-Tikta [マジャパイトのサンスクリット語名] の
トゥムングン tumenggung [副大臣] キ・グデ・マニラ ki gede Manilaの
娘と結婚した｡ ウィラティクタのトゥムングンには息子も１人いて, ジャ





さて, ジュルダ Juldahの町からジャワにきた大学者があり, セフ・ワ
リラナン seh Wali-Lananといった｡ アンペル・ドゥンタに至って, そこ
のスナンと学問を語りあった｡ アンペル・ドゥンタにしばらく滞在したの

















に引き渡した｡ 赤ん坊は自分の子として育てられ, 大きくなると, アンペ
ル・ドゥンタのスナンのもとでコーラン読誦を学ばされた｡ 学友にアンペ
ル・ドゥンタのスナンの息子がいて, サントリ・ボナン santri Bonangと
いった｡ 未亡人の子はサントリ・ギリ santri Giriという名を与えられた｡
２人の子はコーラン読誦を学びにメッカに行こうとした｡ 一緒に出立し,
マラカに立ち寄り, ワリラナンを訪ねて師事し, １年間におよんだ｡ つい
で２人はメッカで学ぶ計画を実行しようとしたが, セフ・ワリラナンは賛
成しなかった｡ 故国に戻るよう説き聞かされ, ともに杖とガウンを与えら
れた｡ サントリ・ギリにはプラブ・セットマタ prabu Set-Mataの法名が,
サントリ・ボナンにはプラブ・ニャクラ・クスマ prabu Nyakra-Kusuma
の法名が与えられた｡ こうしてアンペル・ドゥンタに戻っていった｡
風上の国からジャワにきたドレウィス drewis [イスラム修道者] があ
り, 名をセフ・ラヒディン seh Rahidinといい, アンペル・ドゥンタに滞




サイドといい, 大の博打好きだった｡ 転々と流れてジュパラ Jeparaにやっ
てきて, 賭に負けたら追剥を働いた｡ ラスム Lasemの北東にあるジャティ・
スカル Jati-Sekarという名の森で通りかかる人を待っていた｡ たまたまス
ナン・ボナン sunan Bonangがこの森に通りかかると, 強奪しようと呼び

















パタ raden Patahと名づけられた｡ アルヤ・ダマルとの間にも男の子をも








ことができ, 池の岸に座っているのに出会った｡ 弟は, 父の怒りを買った








した｡ そこでともに３カ月間苦行をし, 船が通るのを待った｡ 商船がその





させた｡ ラデン・パタは, すでにイスラム教に入信したのだから, 不信仰
者の王に仕えたくないと答えた｡ 弟は, 望むなら自分だけ仕えるがよいと
言われた｡ そこでラデン・フセンは出仕しようと一人でマジャパイトへ向
かった｡ 家臣に召し抱えられ, 昇進してトゥルン Terungのアディパティ
に任じられた｡
話はアンペル・ドゥンタに残されたラデン・パタに戻って, アンペル・
ドゥンタのスナンの孫にあたる, ニャイ・アグン・マロカ nyai ageng
Malokaの長女と結婚した｡ そしてラデン・パタは, 何処に落ち着くのが
よいか助言を求めた｡ アンペル・ドゥンタのスナンは, 真西に進み, 芳香
を放つ葦を見つけたら, そこは都になり大いに繁栄するだろうから, そこ
に住むのがよいと助言した｡ こうしてラデン・パタは出立し, 大きな森に
至って, 芳香を放つ葦を見つけた｡ この森はビンタラ Bintaraという名で
あった｡ その地にラデン・パタは居を定めた｡ まもなく大勢の人がやって





さて, ブラウィジャヤ王はシティンギル sitinggil [謁見の間] に出座し,
占星術師たちに, 自分の王位を継ぐ者は自分と同じように強い力をもつか








王の望みによって, 赤ん坊は, キヤイ・ブユット・マサハル kyai buyut
Masahar という名の水田係の家臣に与えられた｡ しかし１ウィンドゥ
























タに, ビンタラの村はやがて, ドゥマック Demakという名の町になるだ
ろう, そこからイスラム教への改宗が始まるだろうと教えた｡ ラデン・パ
タは教えを受けると, １万人の従者をともなってドゥマックに戻るのを許
され, そして象, 馬, 屋根付き四輪馬車, ２輪の牛車を賜った｡ ビンタラ
の村はその後ますます栄えた｡
12. ジャカ・タルブ
クドゥス Kudusの町に, クドゥスのキヤイ・アグン kyai agengとよば
れる人物がいた｡ ３人の息子がいて, 上２人と末っ子は母親が違った｡ 妻
を娶るよう勧められた末っ子はその気がなく, 父の怒りを買った｡ 若者は
















抜けだし, あてもなくさまよった｡ 時が満ちると, カパナサン Kapanasan
の森で男の子をうんだ｡ 女は分娩の際に死に, 赤ん坊は足元に横たわって
いた｡
さて, セランダカ Selandakaのキヤイ・アグンという, 吹き矢好きがい
た｡ あるときキヤイ・アグンは森に行き, 赤ん坊を見つけ, 肩掛け布にく
るんだ｡ キヤイ・アグンはそのまま吹き矢をつづけ, 雌鹿を見つけとても
ワクワクした｡ どこまでも追いかけたが, ついに鹿は見えなくなり, とて









け, 大きな森までずっと追いかけた｡ そして鳥は見えなくなった｡ この森






隠してしまった｡ 天女たちは気づかず, 水浴びを楽しんでいた｡ 若者が咳
をした｡ 天女たちは人間の声を聞いてびっくりし, みな素早く自分の着物








































リマを叩き, 王をびっくりさせた｡ 奏者は捕まえられ, 王の前に引きすえ
られた｡ キヤイ・ブユット・マサハルの子とわかると, 王に召し抱えられ,
キヤイ・マエサ・ヌラル kyai Maesa-Nularとキヤイ・マレラ kyai Malela





ンにクリス, マレラを突き刺されて死んだ｡ しかし, クリスの先端が欠け
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みな大騒ぎになり, 王宮に逃げこんだ｡ そのときスナン・ギリ sunan Giri
はちょうど書き物をしていて, ギリを破壊しようと敵が到来すると聞いて




















































マドゥラMaduraのブパティ bupati, トゥバン Tubanのアルヤ・テジャ,
スラ・プリンガのブパティ, そしてギリのパンディタもまた軍勢を率いて
























1) ５曜日｡ ５曜週はジャワ固有の暦法であり, クリウォン kliwon, ルギ legi,
パヒン pahing, ポン pon, ワゲ wageからなる｡ 各々中・東・南・西・北を
含意し, 市場週 (パサル pasarまたはプクン peken) ともいう｡ ７曜日と組
み合わせた35日周期は今日も吉日占いなどに用いられる [ENI 5 : 405]｡
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